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ア メ リカ に お け る
「金ぴか時代」の会計文献
久 野 光 朗
こ の世 界 は数 量 化 で き るの だ とア メ リカ人 は考 え る。 ア メ リカ人 に と って は,最 初 で
も最 後 で も,多 くて も少 な くて も,単 に任 意 に数 値 が 与 え られ さえ す れ ば,部 分 的 に も.
数 量 化 で き な い性 質 と か 経験 は存 在 しな い。 成 功 と失 敗 も統 計 で 測 る。 同 様 に 仕 事量,
能 力,知 能,業 績 もそ うで あ る。 森 羅 万 象 と経 験 の 数 量 化 は ア メ リカ人 の 中 に 深 く根 を
下 ろ して い る。
-EdwardC .Stewart,A肌 θr`cαπ(駕 鶴rαZPα`めerπs(Chicago:Intercultural
Press,Inc.,1972);久 米 昭 元 訳,『 ア メ リカ 人 の 思 考 法』(創 立 社,1982),p.144
§1序 説
本稿 は,'先 に発表 した 「19世 紀初頭 のアメ リカ会計文献」nお よび「アメ リカ
におけるア ンテ ィベ ラム期 の会計文献」2〕の続編であ り,原 則 と して1861年 か
ら1890年 まで のアメ リカ会計文献 に関す る検討 を試み んとす るものであ る。
考察 の対象 と した時代 は南北戦争以降 め30年 間で あるが,ユ865年 か ら1890年
までの4半 世 紀は,俗 に 「金 ぴ か 時代(TheGildedAge)」 と称 されて いる。
それは農本主義経 済か ら近代産業 資本主 義経 済への移行 期であ り,良 きにつけ
悪 しきにっ け,今 日の 資本主 義経済体制の基盤 が形成 された時代であ る。国土
の面で も,1890年 の 国勢調査 長官の公式声明 によれば,「1880年 まで,こ の国
は移住地の フロ ンテ ィアを持 って いたが,そ の未 開 拓 地 域 に点 々と移 住 民 の
集団が割 り こん できたため,現 在 では連続 的なフ ロンテ ィアの線 を明示 し難 く
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1)『一橋論叢』,第83巻 ・第1号(1980年1月),pp,15-41.
2)『商学討究玉,第33巻 ・第2,3合 併号(1982年12月),pp.179-206.
〔1〕
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な った」3)と述べ られて いる。
アメ リカの人 口は1860年 か ら1890年 までの30年 間で3,100万 人か ら6,200
万人へ倍増 したとい う4}。 さ らに,CharlesH.Jμddに よれ ば,「1850年 か ら
1880年 にいたるアメリカの人口増加率は同期間における出版増大率とほぼ見合
うものであるが,1880年 より19ユ0年にいたる期間においては,人 口増加率が80
%で あ るの にたい して出版増大率 が500%で ある」 と指摘 されてい る51。 この
ことは会計文献の新規 出版点数 にっいて もいえ るのであ り,と くに ユ870年 代
(59冊)と1880年 代(106冊)は,そ れ ぞれ1860年 代(20冊)の ほぼ3倍,さ
らにその約2倍 に達 している6}。
筆者が本稿で検討 の対 象に した文献は,先 に 「アメ リカにおける19世 紀後半
の2人 の先駆 的会計人」71とい う拙稿 で検討 したE.G.Folsomの 簿記書(1873)
とC.E.Spragueの4編の論文および3冊 の単行本,ま た「Bryant=Stratton=
Packardに よる新旧3部 作の簿記書」8}と い う拙稿 で検討 した6冊 の単行本の
ほかに下記の24冊 の単行本を含んでいる9}。
3)FrederickJacksonTurner,"TheSignificanceoftheFrontierinAmericarl
History,"(1893)inRichardD.Hefner,ADocμmeπ`α耽γ 瓶s孟oryoノ εんe
U競ed&α`θs(Bloomington:IndianaUniversityPress,1952)抽ア メ リカ史
研 究 会 訳,『 原 典 に よ る ア メ リカ発 展 史 』(教 育 書林,1955),p.272.なお,こ の
時 代 の 政 治 や 社会 と会 計 との 関 係 に つ い て はG.」.PrevitsandB.D.Merino,
A研s`orッqrAcco鵬 伽g`πAmθr`cα(N,Y.:JohnWiley&Sons,Inc.,
1979),Chapter4を 参 照 。
4)ArもhurM.SchlesingerJr.,Poご```cαZαπd8bc`αZθroω εんo∫ 統 θ 翫`6εd
S弼es,1852-1933(N.Y.:TheMacmillanCo.,1939),p.132.
5)裏 田武 夫 稿,「 図 書 館 と社 会 」,日 本 図 書 館 協 会 編,『 図 書 館ハ ン ドブ ック(増 訂 版)』
(日 本 図 書 館 協会,ユ966),p.36.
6)前 掲 拙 稿,「19世 紀 初 頭 の ア メ リカ会 計文 献 」,p.15で 示 したH.C.Bentleyand
R.S.Leonard,Bめ 屍ogrαPん ツoノ 冊orんsoπ ノ4cco脇``πgbツ ・4mθr`cαπ
A協 んor8Vol。1(Boston:H.C.Bentley,1934),p.6に基 づ く資料 を参 照 。
7)『 産 業経 理1,第42巻 ・第4号(1982年5月),pp.26-37.
8)『 産 業 経 理 』,第43巻 ・第2号(1983年7月),pp.37-46;同第3号(1983年10月).
9)ま だ筆 者 は検 討 で き な いで い る け れ ど も,主 と してBentleyandLeonard,op.
c動.に 従 い,同 時 代 の 比 較 的 よ く普 及 して い た と思 わ れ る文 献 を 紹 介 す れ ば 次 の
と お りで あ る。
SilasSadlerPackard(1826-1898),A(hmpZθεeσoωr8ecゾB昆sε πθ8s
野 α`η`πgノ...(N.Y.:TheAuthor,1872),pp.87(231/2cm)-1894年
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IraMayhew(A.M.,1.L.D.,SuperintendentofPublicInstructionfor
theStateofMichigan,1814-1894),APrαcε εcαZ亀s`θ 配oわ 動o鳥
んθβρ厩8わ ッS加8Zθ α加!1)oμbZθ 、翫`アッ(Boston:Basin&Ellsworth,
1856-20thed.),pp.144(20cm)一 漁 卿 α〃「sPrα 薦oα 」 、Booた一
んθep`πgEmbrαc`π88`π8Zθ απ(11)oω 配 θ翫`リ ノ,_(Bosto11:Chase,Nichols
andHil1,1861),pp.224(19cm)(Boston:C.H.Whiting,1880
140thed。),pp.228(191/2cm)lo}.
版,pp.158(231/2cm).
AbijahH.Eaton(1840-1917)andElijahBurnett(1840-1893),1偽古oπ&
Bωrπ θ`彦も 銃eorθ む`cαZα πdPrαc``cαZBoo鳥 んεep加9∫...(Baltimore:
Eaton&Burnett,1881),pp.166(231/2cm)一第6版(1910),pp.264
(241/2cm).1882年 版 に つ い て は久 野秀 男,「 米 国 古 典 簿 記 書 の 研 究 」,『学 習 院
大 学 経 済 論 集』,第18巻 ・第1号q981年10月),pp.113-115に簡 単 な 解 説 が
あ る・
JosephHenryGoodwin(1845-1912),Goo〔メω`π3加 ρroひα∫Boo鳥 んeep加g
αηdB!説 πε88ル 毎π砿α㌃...(N.Y.:Goodwin,1881),pp.137(24cm)一
第28版(1913),pp.301(26cm)まで 出版 され て い るが,第26版(1908),pp.
301(26cm)に つ い て は機 会 を改 め て 論 及 す る。
GeorgeSoul6(1834-1926),Soω`6もβc`θπε爺cα π(∫Prαc翻cαZ9ソ8陀m(ゾ
Booん.ん θθp`πg`π7ωoPαr`s...(NewOrleans:TheAuthor,1881),pp,
279(23cm)一 第12版(1932),pp.567(23cm)まで 出版 さ れ て い るが,第8
版(1906),pp.782(24cm)につ い て は機 会 を 改 め て論 及 す る。
LouisLafayetteWilliams(1841-1919)andFernandoE.Rogers(1842-
1920),跣 εore``cαZα π(∫Prαc琵cαZβooん 一んεep`πgノ...(Rochester,N.Y.:
E.R.Andrews,1882),pp.160(301/2cm)一他の 版が1890年 ま で出 版 され
て お り,ま た 別 名 の 本 が1934年 に も印刷 さ れ て い る。1889年 改 訂 版 に つ いて は久
野 秀 男,前 掲 論 文,pp.116,117に 簡 単 な解 説 が あ る。
HenryMetcalfe(1847-1927),翫ε σ08ε(ゾ ハ盃 πゆc施rεsα 認 古んθ.4dm`一
π`s6rαε`oπq〆Wo漉8んop8,P磁bZ`cα πdjP吻 α孟e(N.Y.:Wiley,1885),pp.
322(24cm)-1907年版(pp.366)ま で 出 版 さ れ て い るが,1907年 版 につ い
て は機 会 を改 め て 論 及 す る。
EphraimWaldoSmith(1820-1895)andWilburRushSmith(1853-1923),
銃 ε 艶 鴬.BooんoπBoo鳥 んeερεπg∫...(Cincinnati:R。Clarke,1885),pp.
269(26cm)一 第22版(1907),pp.302(26cm)まで 出 版 され て い る。
SamuelHoratioGoodyear,銑θ 銑 εoryoノ ノ隻cco昆πお ノ...(CedarRapids,
Iowa:Goodyear,1890),pp.228(26cm)一他 の 版(1907),pp.206(27
1/2cm)も 出 版 され て い る。'
10)初 版 は1851年 で あ るが,1888年 頃 まで 非 常 に数 多 く版 をか さね て い る。 な お,頁 数
に関 して は 第20版(1856)も 初 版 と 同 じで あ る。 第60版(1860)で 第2部 と第3部
?
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ハ4¢yんθω'8Prαc``cαZ、Booん 一んeθρ加g1¢y(Bosto11:NicholsandHall,
1861),pp.120(19cm)(1875),pp.120(19cm)11).
ハ4の んθω'sU九`ひ θrs吻Boo存 んθ顔 πg._(Boston:HallandWhiting,
c1880),pp.318(221/2cm)121.
ChristopherColumbusMarsh(1806-1884),Z弛e銑θoノッ α認Prαc``cθo/
Bαπん 、Booん一んθ¢ρ読g,α η(1Jb`撹Sωc1～!1ccoμ π`sノ_(N.Y.:D.Appleton
andCompany,18644thed.),pp.292(31c皿)-7thed.(1875),
pp.300(31cm)13,9.
JosephHowardPalmer(A.M.,1824-1892),ム7rθα`εsθoπPrαc`εcαZ
Booん 一勉 ¢ρ加8α πdBμsε πθss!乃rα πsαc`εoπs._(N.Y.:Sheldon&Co.,
1867-20thed.Rev.),pp.8+86a・86aa+172(181/2cm)14,.
Peter噛Duff(AccountantandEducator,1802-1869),D吻 デ'sBooん 一
んθερ加8,δ ッ8加8・Zθ απ41)oω 配 θ 翫`7ッ_(N.Y.:AmericanBook
Company,1868-20thed.),pp.389(261/2cm)15}.
RichardNelson(AccountantandTeacher,1822-1900),ハ汚εZsoガsBoo1誤
とが新 た に付 加 され て全 面 改訂 した が,1861年 版 と1880年 版(第140版)と で は 後
者 に4頁 だ け 開 始 記 入 と締 切記 入 の練 習 問題 が付 加 さ れて い るだ けで 実 質 上 の 変 化
は な い 。 した が って,本 稿 で は1861年 版 を 中 心 に考 察 ず る こ と にす る。第60版 につ
い て は 久 野 秀 男,『 英 米(加)古 典 簿 記 書 の 発 展 史 的研 究 』(学 習院,1979),pp.
346-349に 簡 単 な解 説 が あ る。
11)前 記 の1脆yんeω 徳Prαc古`cαZβoo鳥 んεεp加g...に 関す る記 帳 練 習 問 題 の 解 答 書
で あ り,1861年 版 と1875年 版 の 内容 は 同山 で あ る。
12)初 版 は1867年 で あ り,他 の版 を含 め て1899年 ま で 出版 さ れ て い るが,頁 数 か ら判
断す るか ぎ り,内 容 に変 化 は な い と思 わ れ る。
13)初 版 は1856年 で あ り,,他 の 版 が1884年 まで 出 版 され て い る。1875年 版 は8頁 に わ
た って株 式会 社 の 現 物 出 資 に関 す る 開始 記 入例 がSupplementとして 付 され て い
る が,他 は1864年 版 と同 じで あ る。
14)初 版(1852),pp.8+167(19cm)から第50版(1884),pp.8+172(19cm)ま
で 出版 され て い る。 久 野 秀 男,前 掲 論 文,pp.100,101で は1855年 版 につ いて の 簡
単 な解 説 が あ る。
15)初 版 はDμ ∬ もNor仇.4mer`cα πAccoω 漉 α説'_でN.Y.:TheAuthor,1848),
pp.192(261/2cm)であ る が,第10版(N.Y.:Harper&Brothers,1856),
pp.222(251/2cm)につ い て は 別 稿 で 論 及 した 。 第20版 は,そ の 第10版 に第4部
(pp.227-383)が 付 加 され た だ けで,第3部 ま で は若 干 の 相 違 は あ る もの の 実 質 的
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んε¢ρ`π8,...(Loui寧ville,Ky.:J.P.Morton&Co.,1870-1sted.),
pp.120(231/2cm)16}..
WilliamR.Orr(AccountantandTeach,r),銑θDom厩oπAccoα πεαπ`,_
(TrQnto:A.Dredge&Co.,1872),pp.XX+222(21cm)17〕.
DanielB.Waggener,Booん一 e¢ρ`π8S`mp嫌 θd'…(Philadelphia:D.B.
Waggener&Co.,18751sted.),pp.62(161/2cm)181.
JohnCollinsBryant(M.D.,Teacher,1821-1901),B7ッ α九`'s〈 他ω
五πθmθ 泥`αり1Booん 一んε¢ρ`πg...(Buffalo:TheAuthor,1876-5thed.),
pp.96(21cm)191.
C.OttoE.Matthern,肪 θ8eひ αレAcco醜`助s古 θmo∫Booん κθθρ1π8
(Chicago:MaxStern,Goldsmith&Co.,18761sted.),pp.194
(241/2cm)201.
JohnG.Pilsen,CbπLpZθεθR⑳rπ じo∫Boo毎 んθ¢ρ`πg:...(N.Y.:S.W.
Green,1877-1sted.),pp.109(27cm)211.
AtwoodBondMeservey(Ph.D.,1831-1901),ハ4θsθru¢y'8Booん 一んθ¢ρ加g,
S加8Zθ απdDoω わZθ翫`7ッ(Boston:Thompson,Brown,&Co.,c1882),
に 同 じ内容 で あ る 。 した が って本 稿 で は第4部(株 式会 社 形 態 の銀 行 と鉄 道 の 会 計)
を 中心 に考 察 す る 。 な お,Du仔 は1840年 にDu{f'sBusinessInstituteを創 立 し
た が,そ れ は ア メ リカ に お け る現 存 す る最 古 の 商業 学 校 で あ る と い う。 彼 の経 歴 と
.そ の学 校 の歴 史 に つ い て は,HoraceR.Givens,"PeterDu仔:Accountant
andEducator,"銑θ 、4ccoωπホ`ηg猛s`or`α π8Jbωrπ αZ,Vol.7・No.1
(Spring1980),pp。37-42を参照 。
16)1890年 まで 各 種 の 版 が で て い る。
17)カ ナ ダで 出 版 され た文 献 で あ るが,著 者 は ア メ リカ人 と考 え られ るの で(原 著 のp。
174を 参 照)考 察 の 対 象 に した。 な お,版 権 登 録 は1868年 で あ るが,久 野 秀 男,前
掲 書,pp.367-369で も1872年 版 の簡 単 な 解 説 が あ る。
18)1889年 版,pp,77(161/2cm)まで 各 種 の 版 が で て い る。
19)初 版(1869),pp.60(19cm)から1916年 まで 各 種 の 版 が で て い る。1882年 版 につ
いて は久 野 秀 男,前 掲 論 文,pp.115,116に 簡 単 な解 説 が あ る。1
20)1883年 頃 ま で 各 種 の 版 が で て い るが,そ の 帳 簿 様 式 を 網羅 した 第2巻(16×251/2
cm)が あ り,第1巻 に その 参 照 頁 が 付 され て い る。
21)本 書 の 出 版 前 にR〔 ソbrrπSy8む εmq/1)o励Ze五h6rッBoo鳥んθep加g∫_(N.Y.:
G.Lanter,1875),pp.24(26cm)があ る。
,
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pp.222(21cm)1晩seru¢y'sBoo鳥 ゐθ¢p`πg,D側bZθ.翫 ウッ(Boston:
Thompson,Brown,&Co.,c1882),pp.95-222(201/2cm)22}.
JamesR.Paddack,距 わωZαrBooん 一んθερ加8・.。.(Cincinnati:RobertClarke
&Co.,1885),pp.72(32cm).
HaroldChauncyClark(1856-?)andSamuelS.Spaulding,α αrん's
Pro8rθss`ひ εBoo1～ 一んθ(iρ加g,...(Erie,Pennsylvania:Clark&Johnson,
18861sted.),pp.228(23cm)23}.
LouisRohrer(ConsultingAccountant),1)φ η髭 εoη3α 溜41砒 μ απα診Joη80/
εんθ&吻cθo/Boo落 んθ¢p`πg:...(St.Louis:TheGilbertBookCompany,
1886-11thed.),pp.324(26cm)24⊃.・
JohnCol6ySmith(A.M.,1823-1883)andFriendW.Jenkins(1825?-
1888),7ん θ ハ厄``oπ αZ/4cco拐 π亡απ`1...(Philadelphia:J.B.Lippincott
Company,1886),pp.320(26cm)25}.
GeorgeP.Geer(Accountant,1814-1896),Gθθ〆sAπ 磯ys`so∫`ん θ&}`θπcθ
o/Accoω 撹s,_(Sp血g丘eld,Mass.:ClarkW.Bryan&Company,
1887-4thed。)pp,294(241/2cm)261.
22)初 版 は1877年 頃 で あ る が,1895年 頃 まで 出版 さ れて い る。後 者 は前 著 の第2部 を 単
行 本 に した もの で あ るが1第1部 を単 行 本 に した!晩sθrひ θy、Boo鳥 勉 を切 πg,
S`㎎Zθ 。翫 なy(Boston:Thompson,Brown,&Co.,cユ882),pp.96(20王/2
cエn)も あ る。
23)書 名 は変 更 して い る け れ ど も,1893年 まで 出版 され て い る。
24)こ のCounting-House版の初 版 は1866年 で あ るが,他 の版 を含 めて1888年 頃 ま で
出 版 さ れ て い る。
'25)初 版 は1865年 で あ り
,1905年 ま で 出版 さ れ て い るが,頁 数 に変 更 は な い。 な お,
J.C.Smith,Prαcε εcαZBooん 一たθθP`π9'or.DoωbZe.翫`rツ_(Cincinnati:
H.W.Dearby&CQ.,1853),⇒p.55+8(24cm)につ いて は 別 稿 で 論 及 した。
26)初 版 は1882年 で あ るが,.頁 数 に変 更 は な い 。 な お,初 版 につ いて は 久 野 秀 男,前 掲
論 文,pp.111-i13に 解 説 が あ る。 本 書 の 序 説(pp.8-18)で は,1Pac{oloに 始
ま って01dcastle。Peele・Collins・Mair・BQoth・E.T.Jonesにい た る イ ギ
リス簿 記 書 の 歴 史 的概 説 が あ り,ア メ リカ簿 記 書 と して はBennetの 簿 記 書(1824
一 第12版)の み を あ げ るに と どま って い るが,B.F.Fosterの 二 番煎 じにす ぎ
な い。 拙稿,「 ア メ リカ に お け る19世 紀 前半 の2人 の先 駆 的会 計人 」,『商 学 討 究』,
第31巻 ・第3,4合 併 号(1981年3月),pp.134-165を参 照。
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EliphaletOramLyte(A.M.,Ph.D。,PrincipalandProfessorofPsycho-
logy,StateNormalSchoo1,Millonsville,Pa.,1842-1913),Prαcめ`cαZ
Boo鳥 んθepぬg:...(Philadelphia:ChristopherSowerCo.,1891),pp,224
(171/2cm)271.
§2基 本的問題点の検討
企業形態 と業種 小規模 の個 人企 業だけを対象 に して いるのはPaddackで
あ るが,彼 の場合,後 述す るとお り,そ の狙 いは帳簿 の表式化 にあ った。大部
分の著者 たちは,組 合企業 に力点 をおきなが らも個人企業 と組合企業の双方 に
言 及 している。 しか し,精 粗 の差 こそあれ,約 半数 の著者 たちが株式会社会計
に論 及 して い ることは先 のア ンテ ィベ ラム期 の文献 に比べて大 きな変化であ る。
Bryant=Stratton=Packard(新旧のCountingHouse版)とMayhew(ση`一
ひθrsε`ッ..。)は銀行業,Rohrerは 鉄道業,Duffは 銀行業 と鉄道業の双方 につ い
て,そ れぞれ積極 的に株式会社会計 に言及 して いるほか,Marsh(pp.16,293-
300)も 株式会社 の現物 出資にかかわる資本会計 を扱 って いる。 さらに,Geer
(pp.241-250)は,株 主台帳 ・株券明細帳 ・株式譲渡明細帳の説明 と決算 に関
連 した配 当金 ・積立金の会計処理 に関す る解説 に加えて,自 己の実務 経験 を織
りまぜなが ら法人の帳簿 ・計算書の監査 につ いて も言及 してい る。その監査 に
関す る提言では,内 部統制の必要性 と帳簿外の証拠によ る会 計の正確 性の検証
を力説 してい ることは特筆すべ きであ ろう。
業種 に関 しては,ま だ農夫 ・職人 ・医者 ・管財人な どの職業 もあ るが,小 売 ・
卸売の商業が中心であ り,そ れ に既述 した銀行業や鉄道業が加わ ってい る。製
造業 につ いては,ご く一部の著者たちが,そ れ も部分的に言及 してい るだけで
あ り,原 価計算を前提 にした完全工業簿記の手続は見 られない。
Mayhew(pp.198-213)は組合企業の馬車製造 と製粉 に関す る取 引例題 を掲
27)初 版は1880年 であり,1906年 まで出版されているが,頁 数に変更はないので,1891
年版であるが考察の対象にした。
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げ,Nelson(pp.110-113)は家具 ・鋳造 ・機 械 ・印 刷 に関 連 して製 造 勘 定
(Manufactures)を 説 明す ると同時 に賃金台帳(Time-BookorHands'-1edger)
で未払賃金 の認識 を も行 って いる。Duff(pp.125-128,186,187)も,賃金
や材料な どの製品勘定へ の振替を例 示 してお り,出 来高 給 と時間給 の双方 につ
いて賃金 台帳を提示 して いる。 さらに,Orr(p.51),Waggener(pp.23,31),
Rohrer(p.104),Lyte(p.106),Bryant=Stratton=Packard((】oηLηzoπ
&んooZ..;,pp.71-95)な ども,そ れぞれ製造業 に簡単 に言及 し,ColtやCrit-
tendenが 提示 したの と同 じ賃金 台帳 を掲 げて いる。
帳簿組織 主 要簿 と してEl記 帳 ・仕訳帳 ・元帳か らなる伝統的 な3帳 簿制 に
固執 して い るのはPalmer(p.11)だ けで あ り,他 はいずれ も3帳 簿制 に言及
す ることはあって も基本 的には2帳 簿制 を採用 して いる。仕訳帳 について は,
Mayhew(硫`ひ θrs`6ッ_の 第4・ 第5セ ッ ト)やMeservey(pp.192-201)
を筆頭 に して,ほ とんどの著者が その 多欄化 と分 割 を積極 的 に図 って お り,
Clark=Spaulding(p.98)は「毎年,8欄 式 も しくは10欄 式の仕訳帳は次第に
普及 して きて いる…」 と述べて いる。
補助簿 に関 して は,そ の数が増大 し,と くにPilsen(p.91)お よびPackard=
Bryant(新CountingHouse版,pp.138-166)に見 られるご とく,仕 入先元
帳 や得意先元帳 とい う補助元帳の充実が図 られてい る。補助元帳の充実は,当
然,総 勘 定元帳 にお ける売掛金勘定(SalesAccounts)や 買掛金勘定(Purchases
Accounts)と い う統括勘定の設定 と結びついてい るが,秘 密元 帳や株主 台帳の
ほか商品有 高帳に もおよんでい る。
ここでPaddackの 表式簿記(tabularbook-keeping)とGeerのGeer式仕
訳帳("Geer's"Journa1)を 紹介 してお こう。 なお,Sprague("Outlayand
Income,"p.82)に よ る損益 諸勘 定 の多欄式果計表 の利用 につ いて は,す で に
別稿で紹介 したので,そ れを参照 して いただきたい381。
Paddackに よれば,小 企業の全般 的成果 を概観す る方策 と して,11の 総括勘
定 〔generalaccounts一 投 資(資 本)・ 商品 ・現金 ・売掛金 ・買掛金 。受取
28)脚 注(7}に 示 した拙稿,pp.35,36を 参照。
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手 形 ・支払手形 ・経費 ・利息および割引料 ・損益 。諸種の旧勘定(休 眠勘定)〕
に関す る内訳勘定 〔itemizedaccounts一 債権 ・債 務 ・現金 に大別〕 につ いて
月次合計表示 が可能 な3種 の原 始 記 入 帳 一 債 権 帳(BookofDebtorAc-
counts)・ 債務帳(BookofCreditorAccounts)・現金出納 帳(BookofCash
Account)を 設定 し,そ れ らを集 約仕訳 帳(BookoftheCondensingJournal)
を経 由 して月次合計一覧表示帳(BookoftheSynoptic)に転記す る とい う帳
簿 組織が示 されてい る。いま,そ れ らの各 帳簿 の一部(pp.14,28,38,39,60,
64)を 掲示すれば次の とおりであ るが,彼 は月次合計一 覧表示帳か ら月次残高
試算 表を作成 し,さ らに棚卸欄 を有す る9欄 式精算 表を も示 して いる。
Geer式 仕訳帳は,1848年,当 時ボス トン市 に住 んでいた実務会計人,Geer
自身が仕訳 と転記の作 業を簡 略化す るため に考案 した もので あ るとい う(p.
58)。 いま,そ の一部(pp.154,155)を 紹介すれ ば16頁 と17頁 に示す とお りで
あ る。周知の とお り,総 勘定元帳の当該勘 定への転 記は諸 口欄 のみが個別転記
で あ り,他 の6勘 定につ いて は月次合計転 記にな ってい る。一種 の仕訳元帳 も
し くは表式元帳であ り,俗 にいうボス トン式元 帳であ ってア メ リカ式簿記 と称
され るものであ る。
勘定理論 この時代の前半 は,依 然 と して人的勘定理論 も しくは擬人説 に基
づ く受渡説 が多い。 たとえば,Waggener(pp.9,19)は現金 や商品の勘定 につ
いて も 「Cash(Merchandise)asaperson」と説明 して い る。 伝 統 的 な 実在
(realorproperty)・ 人名(personalorcreditrepresentative)・名 目(imagi-
nary,auxiliary,fictitious,accomodated,accomodating,gainsandlosses,
orprofitandloss)と いう3勘 定分類 はMayhew(pp.175,176;Uiπ`ひθrs`砂
_,pp.18,199),Rohrer(pp.13,14),Geer(pp.22-24),Lyte(pp.9,174),
DuffΦp.23,24,26)な どに見 られ るが,い ずれ も資本勘定 は名 目勘定に属す
るとして いる。 この3勘 定分類 に対 して,実 在 勘定を換金 力のあ るものに限定
す るため,支 払手形勘定を独立 させて4勘 定分類 に したのがOrr(pp.x,xiv)
とNelson(pp.53-59)で あ るが,Nelsonの 場合 は資本勘定を人名勘 定に属せ
しめてい る。
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SCI・ENCIi】OFACCOUNTS.
曝THURSDAY
,JUNE30,1881. SUNDRIES. CASH.
、
Amountsforward, 73,86900 84,0422517,33516,8560
Burgess&W¢tmoreDr.ToBillsPayabIe, 5 1,32500
NoteJune1,6mos.,dueDec.1-4,7 1,32500
White&CollinsDr.ToBillsPayable, 5 1,05000
NoしeApr.16,4mos.,Aug.16-19,7 1,0500
SundriesDr.ToSundries,
BillsPayable,Walsh&LyonNotedueOct.1-4,7 3,250OD
〃 〃 〃&〃 〃 〃 〃2-5 , 7 2,75000
Walsh&LyQnBillJune9, 5 7,25QGO
Cash, 12,45500
InterestDiscounL,6賜,
HarveyCobb&Co.Dr.ToSundries, 6 12,51750
CashMay3andJune11, 11,36645
InLerest6andlO%,
CashDビToB.H.&ErieR,R,Bonds, 14,000
20$10007%@70%, 9 14,000
Mdse.Dr,ToSundries,
Harvey,Cobb&Co.,4mos.,6%,6 2,50000
JudahTouro,4mos.,6%, 6 1,37500
Burgess&Wetmore,4mos.,6%,5 1,12500
Sundries・Dr,ToCash, 45690
Expense,お75Salaries,3125.60Freight,
Geo.P.GeerPrivaしeacct.,
Geo.P.Geer,Privateacct.,9 25630
Expense, 9 20060 10563
CQmmissions, 10 36937
Interest, 9 15690 2,48855
Merchandise, 8 35,000 19,44500
Cash, 8 31,335 41,1348531,33541,13485
168,96065168,96065
Palmer(pp.14,15)は財 産 勘 定(Estate)と 損 益 勘 定(GainandLoss)に分
類 し,J.C.Bryant(p.21)は 「銑 θ 砺 ㎎ ・or`配 ㎎s`ん α6co配 θ`撹o漉 θ
bω伽 θss,orcosむ びα伽,sんo蝦 α伽 αッsbeDe厩eめ απdtんe`配 ㎎or翻 ㎎s
統 αε900ω 亡0μ ゐθ わμ8`πθS8,0rpm伽Cθ ひα娩,S加 秘Z面Z鵬 γSわ θOrθ 疏 θ(幻
と い う 仕 訳 法 則 を 掲 げ て 資 産 ・負 債 と 資 本 ・損 益 と い う2分 類 を 採 用 して い るd
Mayhew(σ 珈 θr謡 ッ:..,pp.19,201)は 基 本 的 に は3分 類 を 採 用 し な が ら損 益
勘 定(speculative)と 非 損 益 勘 定(non-speculative)1とい う2分 類 を も提 示 し
て い る 。ClarkニSpaulding(pp.5,20)の実 在(real)・ 損 益(speculative)と い
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GEER,SJOURNA正,SETNo.L
MERCHANDISE. INTEREST. COMMISSIONS. EXPENSE. G日O.P.GEER.
30,000
5,00000
19,44500 15690 542
795
1,151
50
00
05
36937
20060
10563
25630
25630
20060 10563
36937
15690 2,48855
35,000 19,44500
1
う2分 類 も同様の考 えに依拠す る ものであろ う。
Pilsen(pp.9-15)は 価値不変勘定(Accountsofconstantvalue)と称する第
1次 勘定 と価値変動勘定(Accountsofchangeablevalue)および絶対的損益勘
定(PositiveProfitandLossAccounts)からなる第2次 勘定 とに分類 し,資 本
主勘定 は一種の人名勘定であ ると して第1次 勘定 に含 めて いる。他方,Smithニ
Jenkins(pp.8,18,43)は,資本主の立場 か ら見て借方側が プ ラス,貸 方側が
マイナス となる資産 ・負債 を第1次 勘定(Primaries)と 称 し,逆 に借方側が マ
イナスで貸方側が プラスになる商 品 ・不動産 などを も含 む損益勘定 を第2次 勘
18 商 学 討 究 第34巻 第2号
定(Secondaries)と 称 し,資 本勘定 につ いては損益 集合勘 定 とともに第2次 勘
定 に属せ しめて い る。 これは,す で に別 稿 で 論 及 したFolsomの 商 業価 値
(Commercial)・ 観念価値(ldeal)と い う2系 統勘定 分類 と同 じであ り,い ずれ
もJonesの 影響を強 く受 けたもの と考え られ る29)。
Matthern(pp.13,14,78)は,7勘定体系による記帳 を主 張 し,ま ず基本勘
定(Fundamental,Status,orRepresentativeAccounts)として 〔借方=商 品+
損益+得 意先+現 金+預 金;貸 方=資 本+仕 入先 〕とい う7勘 定を設定 し,っ い
で資本勘定 の要素勘定(FactorsorIndividuals)として 資本主 ・支払手形 ・受
取 手形 ・借 入金(貸 付金)と い う4勘 定 を提 示 して いる。他方,Paddaekが 提
唱する11の 総括勘定 とその内訳勘定によ る帳簿 組織 について は先 に言及 した。
さ らにまた,Spragueが 原初的には所有+委 託=債 務+正 味財産 という等 式か
ら出発 して 資産=負 債+資 本 とい う貸借対 照表等式 を誘導 し,物 的勘定理論 に
基づ く取 引の6要 素説を展開 した ことについて も別稿 で論及 した30)。
勘定理論の展 開過程は,ま ず伝 統的 に人名 ・非人名 という2分 類を とり,つ
いで後者 を実在 ・名 目に分解 して3分 類 にな ったと考 え られる。 しか し,そ の
後,損 益 計算を重視す るJonesの 影響 もあ って,人 名勘定 を含 む実在勘定 と名
目勘定 とい う2分 類 に発展 してきたのである。 ただ し,そ の 場合,資 本勘定の
位 置づ けに関 しては,す でに考察 したとお り,か な らず しも見解 が一致 してい
ない。 いま,そ の 間の経緯 をBryant(二Stratton)=Packardlこよる新 旧3部 作
の簿記書 に基づ いて提示すれば次 のとお りであ るが,い か に資本勘定の位置づ
けに苦心 していたかが理解 されるであろ う31)。
陥``oη αZBooん 一勉θρ`ηg(1860一 初版;1862),p.31:
(α)μ舵'㎎ ∬o〃sθBooん.舵 θρεη8(1863一 初 版),p.31:
実 在 勘 定(Real)
<名 目勘定(Representative)… 商品勘定 ・不動産勘 定などの ほか に資
29)同 上 拙 稿,p.28を 参 照。
30)同 上 拙 稿,p.33を 参 照 。
31)脚 注{8}に 示 した 拙 稿 を参 照 。
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本勘定を も含み,Jonesの 第2次 勘定 と同 じもの。
〔
Oo1π ㎜oπ&}んooZBooん 一勉 θ珈g(1867一初 版 は1861),pp.142,168,
169:
1Vθω α)ωπ伽8Eb聡 θBooん 一勉 θρ加8(1878一 初 版),PP.62-72:
実 在 勘 定 も し く は 財 務 勘 定(RealorFlnance)…資 本 勘 定 を 含 む 。<名 目 勘 定 も し くは 営 業 勘 定(RepresentatlveorBusiness)
1Vθω 研gん8cんooZBooん 一んθθρ`πg(1909一 初 版 は1881),pp.9-13:1
財 務 勘 定 も し く は 実 在 勘 定(FlnancialorRea1)
{1営 業 勘 定 も し く は 名 目 勘 定(BusinessorRepresentatlve)資 本 主 持 分 勘 定(Proprietorship)
商 品勘定 口別商品勘定を利用 してい るのはBryant=Stratton=Packard
(α 脱moπScんooZ_,pp.109-122;新CountingHouse版,第6セット),Orr
(第3・ 第6セ ッ ト),お よびJ.C.Bryant(pp.46-48)だけであるがちそれ ら
は いずれ も初期の学習段階 においてであ り,こ れ らの著者 を含 めて他の著者た
ち はすべて一般商品勘定を利用 してい る。 商品勘定の処 理に関連 して分記法を
採用 して いるの はFolsom(pp.40,53,103,104,107,108,...)とGeer(p.33)
だけで あるが,そ れ らは単純価値交換の成果分析 を説明す るためであ り,複 合
価 値交換の成果分析 にあた っては彼 らも総記法 を採用 している。
商品勘定の分割については,つ とにSprague("OutlayandIncome,"pp.81,
82)が 仕 入勘定(Purchases)と 売上勘定(Sa五es),あ るいは商 品勘定(Merchan-
dise)と 売上勘定 という2分 法を推奨 し,販 売損益の算出 にあ たって も総額 主義
的 アプ ローチを採用 している。 これは,筆 者が知 るか ぎ り,ア メ リカにおける
最初 の商品勘定の分割 であ り,特 筆すべ き事柄で ある32)。
し
32)脚 注(7}に 示 した 拙 稿,p.36を 参 照 。 な お,G.E.Baggs,跳eH醜or`cαZ
1)ωeZopmθ πε(ゾAmer`Cα π β00鳥 んθep`η8ε 腐 んθLαS`・ 血 げqμ んeNε 脇e一
θπ仇@η 施rッ(UnpublishedMasterThesis,1930),p.28によ れ ば,Manson
Seavy,Prαc翻cαZB畠s`πess13001客んθθP`η8bツ1)oωbZe1軌 亡r=ソ'...(Boston:
Heath,1894-Isted.1893),p.51で今 日の3分 法 が 説 明 され て い る とい う。
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?
ごこで,商 品の物量管理に関連 して,商 品勘定 の仕訳帳丁数欄(JO.F.)の 前
に受 入 ・払 出の数量欄(Ps=Pipes;大 だ るニ105ガ ロン)を 有す るOrr(pp.28,
37)の ワイン勘定,商 品口別に受入 ・払 出の数量計算のみを示すPilsen(pp.
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36,37,42,43,98,99)の恒久棚卸帳(CurrentStockBook),そして仕入数量 ・
仕入単価 ・仕 入原 価な らびに売上数量 ・売上総額を記帳するGeer(pp.109,110,
201-206)の 商品有高帳(MerchandiseCheckBook)を例 示 しておこう。Pilsen
の ものは物量管理 のみであるが,OrrとGeerの もの は金額表示 も考慮 されて
い る。 しか し,い ずれ も今 日の商品有高帳 と異な り,払 出欄 は売上 総額 にな っ
て いる。
決算手続 損益集合勘定を決算時点におけ る決算勘 定 と して扱 うことを明確
に したの はSprague("OutlayandIncome,"p.80)であ るが,ま だ期 中におい
て直接貸借記入を して いる例がす くな くない。Palmer,Orr,Nelson,Rohrer,
Smith=Jenkins,Geerな どがそ うである。損益諸 勘定 の損 益集合勘定への振替
にあた っては,Bryant(=Stratton)=Packard(α)mπ即πScんooZ...を の ぞく),
Marsh,Folsom,Smith=Jenkins,Geerのごとく仕 訳を経 由する場合 とPalmer,
Orr,Meservey,Rohrer,Lyteのご と く仕訳を経 由 しない場合 とが あり,そ の
割合 は大体 同数であ る。 なお,損 益集合勘定の原語 と して 従 来 一 般 にPro且t
andLossが 使用 されてきたが,Folsom以 降,J.C.Brya.nt,Meservey,Clark;
Spaulding,Rohrerな どはLossandGainを 使用 して いる。お そら くFolsom
の影響 によるのであろ う。
残高勘定 については,大 多数が設定 してお り,設 定 して いないのはMayhew
(た だ し,1856年 版 では設定),Marsh,Palmer,Waggenerぐらいで あ る。 し
か し,Mayhew(p.177;σπ`びθr就ッ_,p.204)は 残高勘定に関す る説明だけ
は行 って いる。Smith=Jenkins(pp.52,138,156)は,Bryant(=Stratton)=
Packard(Nα``oπ αZ_,p.37;新HighSchool版,pp.25,26など)やFolsom
(p.230)と 同様,残 高勘定が実務では省略 されてい ることを指摘す ると向時に,
残 高勘定を省略す る,い わゆ る英米式決算 法をPracticalorBusinessmethod
と称 してい る。
締切手続 に関 して は,① 損益諸勘定 の損益集合勘定への振替,② 資本をのぞ
く実在勘定の残高勘定への振替,③ 損益集合勘定の資本勘定への振替,④ 資本
勘 定の残高勘定への振替 というのが当時の一 般的手続であるが,Meservey(pp.
22 商 学 討 究 第34巻 第2号
〈Pilsenの 恒久棚卸帳〉
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131,132),Lyte(pp.196-199),およ びDuff(pp.99,134)は,先 の 手 続 の ①
と ② と を 逆 に し て い る 。 商 品 や 不 動 産 な ど の 実 在 勘 定 に つ い て は 期 末 棚 卸 を 行
わ な け れ ば 当 該 勘 定 で 損 益 が 算 定 で き な い の で,か か る 逆 の 順 序 に な っ た の で
あ ろ う。
他 方,Orr(pp.XViii,XiX,185)とGeer(pp.43,44,156)は,アンテ ィ ベ
ラ ム 期 のPrestonやHarrisと同 様33),損 益 諸 勘 定 を 損 益 集 合 勘 定 へ 振 り替 え,
資 本 を の ぞ く 実 在 勘 定 を 残 高 勘 定 へ 振 り替 え た あ と,当 該 損 益 集 合 勘 定 と 残 高
勘 定 の 差 額 を と も に 資 本 勘 定 へ 振 り替 え て 締 め 切 っ て い る 。 す な わ ち,資 本 勘
定 の 貸 借 均 衡 を 通 じ て 最 終 的 に 決 算 手 続 の 正 確 性 を 確 認 す る の で あ る 。
資 産 の 評 価 基 準 と減 価 償 却 商 品 を 中 心 に し た 各 種 資 産 の 決 算 評 価 基 準 に つ
い て,そ の 判 明 し た もの を 紹 介 す れ ば 次 の と お り で あ る 。 原 価 主 義 を 採 用 して
い る の はFolsom(pp.64,247;invoiceprice,ただ し不 動 産 な ど に 関 して は 例
外 あ り),Palmer(p.33;atleast,equaltoitscost),Pilsen(p.100;atactual
costprice),Meservey(p.62;usuallyatcost),Du任(pp.36,61;esti㎜ted
value-asnearthecostandchargesofthegoodsaspossible)など で あ る 。
時 価 主 義 を 主 張 して い るの はMayhew(〔Z蛎 ひers``ッ_,p.273;presθntvalue),
Waggener(pp.28,30;atcurrentmarketvalues),J.C.Bryant(p.15;不動
産 に つ い て はpresentvalue),Lyte(p.215;株式 に つ い て はpresentvalue),
Bryant(=Stratton)=Packard(ハ流α`め ηαZ...,pp.28,191;actualappraisal,
estimatebyactualinspection,intrinsicvalue)・(新HighSchoo正版,p.22;
atitsrealvalue)・(新CountingHouse版,PP.35,36,46;theamountfor
whichitcouldbereplacedatthetime)など で あ る 。Nelson(pp.69,81,97,
118)も 時 価 を 主 張 し て い る と推 定 さ れ る が,組 合 員 の 加 入 が あ った 場 合 な ど,
現 実 の 資 本 は 資 産 価 値 に 依 拠 す る の で,と く に 受 取 手 形 や 売 掛 金 に 関 して 支 払
可 能 性 や 支 払 期 間 を 考 慮 して 割 引 を 行 う 乙 と も あ る と 述 べ て い る 。
Orr(PP.29,35,42,ユ35)5ま「trueva工ue;atwhatitcostwhenユaiddown
inthewarehouse;atthepricewhichtheycosthim,orratherthepricethat
33)脚 注 く2}に示 した拙 稿,p.189を 参 照 。
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theywouldbringinthewholesalemarket」と述べ てお り,そ の意味 は不明で
あるが,船 について は時価(presentvalue)で 見積 る と述べて いる。Geer(pp.
43,66,74)も また 「atcostorpresentvalue」 と説 明してい るだ けであ り,そ
の立場 は不明確であ る。 いずれにせよ,総 体 的にいえば,時 価主義評価の方が
原価主義評価よ りも優勢である といえよ う。
なお,決 算手続 に関連 して,減 価償却 らしきもの に言及 している著者がいる。
す なわ ち,Marsh(pp.72,288,289),Pilsen(p.12),Rohrer(p.115),および
Geer(p.74)で ある。Marshは 事務用器 具について原価 の5%を 減額 して損益
集合勘定へ振 り替えてお り,Rohrerも 事務用備品に対す る10%の 減価 分を損
益集合勘定を相手に して貸記 してお り,Geerも また事務用器具 ・備品 について
損耗 と使用を考慮 して5%か ら10%の 減額 をする旨の説 明をして いる。しか し,
すでに別稿で論及 したMarshの 手続 と同様34),そ れ らは現代の費用動 態論に
基づ く原価配 分方法であ るとは考え られないのであ り,一 種の便宜 的評価方 法
であ ると見な して差 しつかえないであろ う。
基本 的会計 コンベ ンシ ョン まだ会計実体 の認識が十分 になされて いない著
者が散見 され る。た とえば,Orr(pp.5,6,50,187,188):家事 費や遺産贈与
の損益集合勘定への貸借 記入,Paddack(pp.39,41,…,58):私費勘定の経費
勘定を経 由 した損益集 合勘定への借記,Rohrer(pp.43,47):私費を 用勘定
で処 理 したあ とで決算 時に損益集合勘定へ借記,Lyte(p.145):叔 父の遺産 の
受 領を現金勘 定へ借記,Duff(pp.30,31584,85):父や叔父か らの遺産 によ る
資本勘定への貸記 などが見 られ る。
しか し,Bryant(ニStratton)=Packard(Nα`εoπαZ_,p.38;新Counting
House版,p.23)が 会 計実体 を明確 に認識 し,Matthern(p.19)が企 業 と資
本主 は2つ の別個の もの であると主張 し,さ らにFolsom(pp.319,322)が法
・的実体(legalentity)と いう用語を使 って組合企業におけ る会 計実体 の認識 を
明確 に して いることは特筆すべ きであ ろう35)。
34)同 上 拙稿,pp、190,191を 参 照 。
35)脚 注(7}に 示 した拙 稿,p.30お よ び脚 注(8}に 示 した 拙稿 を 参 照 。
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貨幣的評価の コンベンションについてはMayhew(σ π`ひθrs``ン_,pp.15,178,
179)が 貨幣の価値尺度性を明 らかに し,さ らにPackard=Bryant(新Counting
House版,pp.1-10)が 富 とその測 定に関 連 して ドル尺度 の利用 を詳細 に論 じ
て いることは注 目に値す る36)。会計期 間の コ ンベ ンシ ョンについて も,ほ とん
どすべての著者が ゴーイ ング ・コンサ ーンを前提に した年次決算,通 常 は6カ
月 ごとで年2回 の定期決算を意識す るよ うにな り,,後 述す るとお り,損 益の繰
延 ・見 越の手続について言及す る著者 たちが現 われて きた ことは先の ア ンティ
ベ ラム期 に見 られなか った一大変化 である。
勘定口座2頁 にまたがる勘定 口座 を設定 して いるの はPalmerだ けであ り,
MayhewとMeserveyは,かる形式が ある ことについて言及 してい る。また,
しば しば今 日の簿記 テス トで利用 されて いるT字 型の簡略様式(skeltonform
orskeltonledger)に ついては,す でにNelson(p.70),J.C.Bryant(p.31),
Bryant(;Stratton)=Packard(旧CountingHouse版,pp.185-200;新
CountingHouse版,pp.77,85)などが提示 して いる。
勘定 口座 の設定順序 に関 しては,Nelson(p.62)が,会計人の間で も異 論は
あるけれ ど も最初 に資本勘定 を設定す ることについては同意が見 られ るといい,
資本 につ いで現金 ・商 品 ・経費,さ らに支払手形 ・受取手形 と続き,そ のあと
に人名 の諸勘定が続 くと述べてい る。他方,Lyte(p.180)は,記 帳頻度 の高い
商 品や現金 などの勘定か ら設定すれば よ く,と くに法則性はない と述 べて いる。
しか し,Nelsonが 主 張するとおり,資 本勘定を最初 に設定す る事例が圧倒的 に
多 い。Meservey(p.106),Rohrer(p.18),Duff(p.165)など,い ずれ もそ う
であ る。
勘定 口座の摘要欄 には依然 と して借方にTo,貸 方にByと いう語がつけ られ
て いる37)。 ただ し,Packard=Bryant(新HighSchoo1版,p.15;新Counting
House版,p.44)は,たんなる慣習であ って,か な らず しも必要 でない と述べ
て いる。Clark=Spauldingも,記 帳セ ッ トによ って,つ けた りつけなか った り
36)脚 注(8}に 示 した拙稿を参照。
37)脚 注 ⑳ に示 した拙稿,p.164の 脚注㈱ を参照。
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してお り,Du壬f(p.129)も,第1部の記帳例示ではつけているものの,第2
部では旧式だ と称 して省 略 して いる。
注 目すべ き会計 処理 貸倒見積額 につ いて未決算勘定を相手 に損益集合勘定
へ振 り替える手続は相 当一般化 して きた ことが伺える。た とえば,Palmer(pp.
35,36),Orr(p.XViii,185),Rohrer(p.11),SmithニJenkins(pp.271,272),
Geer(p.79),Duff(pp.134,174),Bryanも=Stratton=Packard(σoηじ肌oπ
&んooZ...,p.187;Nα``o膿Z_,p.216;旧CountingHouse版,p.281)など
が説 明 して いる。 しか し,Sprague("OutlayandIncome,"p.81)は,無差別
に損 益集合勘定へ計上す るのではな く,引 当金(reserve)に よって相殺す ると
いう科学的方法で処理すべ きだ と主張 してい る。
この時代の特徴のひ とっは損益の繰延 ・見越の手続が定着 して きた とい うこ
とで ある。Mayhew(pp.38,39;1856年版,pp.32,33)は,単 式簿 記を扱 っ
て いる部分であ るが,肥 料代を支出年度 のみでな くて4年 間にわた って均等 配
分を してい る。Nelson(p.113)が 賃金計算 との関連で未払賃金を 計上 して いる
ことについては上述 した。Pilsen(pp.12-16)は,簿外の資産 ・負債(ou七side
resourcesandliabilities)と 称 して,前 払費用 ・未収収益 ・未払費用 につ いて
体系的に論述 しているが,な ぜか前受収益 につ いては言 及 していない。Bryant
(=Stratton)=Packard(1鞄 亡`oπαZ_,pp.66-68,89,100;新Coun㌻ingHouse
版,pp。95,166)は 未払 利息 と未収利息,前 払賃借料 と未経 過保 険料を認識 し
てい る。Folsom(pp.65,345,372)は利息 と経費に関する繰 延および見越 につ
いて言及 し,Meservey(pp.163,172,185,191)も前払費用を計上 して いる。
C正ark=Spaulding(pp.8,9,21,83,90)は,用語の解 説で 「Accrued(interest
orincrease,dueandunpaid)」 と 「Anticipate(totakebeforehand;tobefore
due)」 を説明 し,具 体的に燃料費 ・賃借料 ・保 険料に関する未経過分の繰延 と
'費用化 した石炭 に関す る繰延の手続を例示 している。さらに,Sprague("Outlay
andIncome,"p.84)は,石炭 と利息 を例 にあげ,そ れぞれ発生主義に基づ く数
量基準 と時間基準 によ る費用の認識を強調 している38)。
38)脚 注171に示 した拙稿,p.36を 参照。
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組合企 業の組合員 に対す る自己資本利子の計上を行 ってい るのはPackard=
Bryant(新CountingHouse版,第8・第9セ ッ ト),J.C.Bryant(p.65),
Smith=Jenkins(pp.271,272)などであ るが,Geer(p.236)は 自己資本利子
の計上の ほか に企業 家賃金 をも計上 してい る。 ここでは自己資本利子の計上に
関す るDuff(p.180)の 会計処理を紹介 しておこ う。彼 は,各 組 合員の資本額
と引 出額 に対す る利子を計算 し,そ れ らの差 額の合計を組合 員数 で除 したもの
を平均利子とみなし,各 組合員の利子差額に応 じて調整するのである。すなわ
ち,以 下に例示するごとく,利 子勘定への記入をともなわないで所期の目的が
達成されるわけである39}。
A組 合員:資 本 利 子…$240
引出額への利子…一_鎚$160
B組 合員:資 本 利 子…150
引出額への利子…』 蒲.,。$13。
(B組 合員)30(A組 合員)30
つぎに,株 式会社 の資本会計 に関連 して,Marsh(pp.293-300)が示 して い
る3つ の特 殊な現物 出資に対す る会計処理 を紹介 しよう。
①発起人3人 で土地$250,000だ けの現物出資による場合,発 行株式(@$25)の うち
・脚 株を会社の運用資産・充て・ため・まず(不 動産・250,…{1騰 鰯1:888
・仕訳し40・ついで残余留保株式・,…株(・$・・)を売却した胎 罐 転資莱lll:881
(資 本 金)50,000と 仕 訳 し,さ らに 残余 留保 株 式1,000株(@$30)を売 却 した 場 合,
(現 金・3・,…纏 蘇121:188・ いう仕訳を示・てい・・
39)自 己資 本 利 子 の 費 用 計 上 の 必要 性 に つ い て は,近 年 に な って,ふ た た び 強 い主 張 が
見 られ る。 た とえ ば,RobertN.Anthony,Acco鵬ホ`π8/br此 θα)s`qズ 瓦`ε一
r召s西(Lexinglon,Mass.:D.C:HeathCompany,1975);"Recognizingthe
CostofInterestonEquity,"石hrひαrdiBωs`πe88」Rε ひ`εω,January-February、
1982,pp.91-95;"EquityInterest-ItsTimeHasCome、"丁瓦 Jd移mα`
けAcooω 脱 απcッ,December1982,pp.76-93など を参 照 され た い。
… 原注(・・3・)によれば・{1否 翻ill:818(資 本金)25亀oooと い・仕訳も
考 え られ るが,そ れ で は不 動 産 が総 額(fullnominalva1りe)で示 さ れ ない とい う。
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②石炭と石油を埋蔵する土地$100,000の 現物出資の場合,ま ず(不 動産)100,000
(資本金)100,000と 仕訳 レ,つ いで株主か ら4,000株(@$5)の 贈与があった場合,(自
己株式)20,000(運 転資本)20,000と 仕訳 し,さ らに当該贈与株式2,000株(@$4)を
売却した場合,(現 金)8,000(自 己株式)8,000と いう仕訳を示している4η。
③特許権購入会社が資本金$100,000(@$25)を 決定し,ま ず当該特許権所有者に1,000
株を交付 した場合,(特 許権)25,000(資 本金)25,000と 仕訳し,つ いで残余株式3,000
株について株主割当を行 って第1回 分割納入額を20%と 決定 した場合,(第1回 株式分
割未収金)15,000(資 本金)15,000と 仕訳し,さ らに$10,000の 納入があった場合,
(現 金)10,000(第1回 株式分割未収金)10,000と いう仕訳を示 している。
以上 に示 した注 目すべ き会計処理以外 に も,次 の よ うな もの が あ る。J.C.
Bryant(p.12)に よ る現金(cashonhand)・ 換金性資産(canbeconverted
intocash)・ 費用性資産(usedforthebene丘tofthebusiness)という資 産 の
3分 類で あるが,そ れは費用動 態論確立期に おけ るGilmanの 現金 ・現金に対
す る繰延勘定 ・将来の収益に対す る繰 延 勘 定 とい う3分 類 を想 起 させ る42)。
Ne工son(p.78)は 大 企業 を前 提に して小 口現金制度を解 説 し,Duff(pp.213,
332,342,347)は 本店 と支店,支 店と支店 との間におけ る本支店独立会計を説
明 し,さ らに鉄道業におけ る社債(BondsPayable)の 割引発行 にも言及 してい
る。 ちなみに,当 該社債発行差金 は建 設 ・設 備 勘 定 の借 方 へ振 り替え られて
いる。
Bryant=Stratton=Packard(Nαε`oπαZ_,pp.207,210,228)では金額表 示
を と もなわない一風かわ った備忘勘定(Memorandum)が 例示 されてい る。す
なわ ち,倉 庫 に保管 されてい る大麦や財産に保 険をか けた場合,仕 訳帳の摘要
欄で保 険対象物件の数量 ・保険金額 ・保 険証書番号 な どを詳細 に記録 し,そ の
事実 を当該元 帳勘定 口座に転記す るのであ るが,日 付 ・摘要 ・仕丁の各欄への
記入 はな され るものの金額欄への記入はな されないのである。
最後 に,Smith=Jenkins(pp.278,279)による保守主義の主張を も紹介 して
　 　 　 　
お こ う。 彼 は,稼 得 利 益(pro丘tsθ αrπθの と 実 現 利 益(profitsrθ αZ`gθの と を
41)こ の例 示 の最 後 に は株 式 配 当(stockdividend)の仕 訳 例 もあ るが,株 式 配 当に よ
る資本 金 増 加 の例 示 はDuff(p.335)に も見 られ る。
42)拙 訳著,『 ギ ル マ ン会 計 学(下)』(同 文 舘,1972),pp.927-945を参 照。
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区別すべ きであ り43),そ の区別 によ って仮装資本(丘ctitiouscapital)で はなく
て実質資本(actualcapital)を 示 すべ きで あるとし,損 益集合勘定か ら資本勘
定への稼得利益 の振替 にあたって は,そ の一部を保 証勘定(GuarantyAccount)
も しくは積立金勘定(ReserveFund)へ 貸 記す る企業が多 いと述べ,資 産 につ
いては過大見積 よ りも過小見積の方が安全であ ると主張 して いる。
指導 上のアプ ローチ 伝統 的な仕訳 アプローチ と記 帳例示主義 も しくは質疑'
応答方式 に よ る もの が 非 常 に多 い。Marsh,Palmer,Orr,J.C.Bryant,
Matthern,Pilsen,Meservey,Paddack,Clark=Spaulding,Rohrer,Smith=
Jenkins,Geer,Duff,Bryant=Stratton二Packardなど,い ずれ もそ うである。
とくにOrr(pp.186-207>の 場合,国 内取引(68例)・ 外国取引(43例)・ 代
理人取 引(22例)・ 組合売買取引(35例)に 応 じて,じ つに168の 仕 訳パ ター
ンを示 してい る44)。
ア ンティベ ラム期 にお いて見 られたPrestonやJonesな どの元帳勘定アプロ
ーチを採用 してい るのはMayhewの みであるが,実 務経験が豊かであったGeer
も勘定の説明については十分に意を用 いて いる。また,Mayhew(p.183;翫か
uθrs`妙...,p.211)は 決算手 続を図解 し,Marsh(表 紙の見返 し)は 元帳勘定 口
座 と関係帳簿 との記 入関係を図解す るなど,そ れぞれ教育効果を考えた努力の
跡が伺 え る。 さらに,記 帳例 題を平 易な個人企業か ら複 雑な組合企業 へ展開 し
た り,純 利益が算出 され る場合 と純損失が算 出され る場合 とを人 為的に組 み合
わせ るな ど,い ずれ も教 育目的か らす る工夫が なされている。
しか し,こ の 時代 における簿記原理の指導 とい う点ではFolsomとSprague
の貢献 を特筆 しなければ ならない。Fdsomは,商 業価値系統 と観念価値系 統
とい う2勘 定系統理論に基づ き,期 末 資産 一期末 負債=期 末資本=期 首 資 本+
(利 益 一損失)を 前提 に して資本 等式 を導 入 して いる。他 方,Spragueは,資
産=負 債+資 本 という貸借対照表等 式か ら出発 して数 学 的かつ公理的なアプ ロ
43)か かる区別は,す でにJonesに よって主張されている。脚注㈱ に示 した拙稿,p.
161を 参照。
44)同 上拙稿,p.164の 脚注㈱ を参照。
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一チを採用 しているが,会 計と企業組織との関連か らアカウンタビリティをも
重視している。いずれも,す でに別稿で詳述 したとおりである。
§3試 算表,精 算表,お よび財務諸表
試 算 表Mayhew,Marsh,Nelson,Waggener,Pilsen,Paddack,Rohrer,
Geerな ど は 残 高 試 算 表 だ け を 例 示 して い る が,Geer(p.41)は精 算 表 を 作 成 す
る の に 合 計 残 高 試 算 表 は 不 要 で あ る と 述 べ て い る 。 合 計 試 算 表 だ け を 例 示 して
い る の はPalmer,Orr,Meservey,およ びDu仔 で あ る が,Meserveyは仕 訳
帳 合 計 額 と の 一 致 を 検 討 す る た め 検 算 表(ProofSheet)とも 称 して い る 。他 方,
合 計 残 高 試 算 表 だ け を 例 示 して い る の はMayhew(σ 励 θrs吻_)で あ る が,
Smith=JenkinsとLyteは残 高 試 算 表 と 合 計 試 算 表 の 双 方 を 例 示 して い る 。 さ
ら に,Bryant(=Stratton)=Packard,Folsom,およ びJ.C.Bryantは 残 高
試 算 表 ・合 計 試 算 表 ・合 計 残 高 試 算 表 の3つ を 例 示 し て い る 。
か つ てCrittendenに よ って 決 算 手 続 の 一 環 と して 第2次 試 算 表 な る もの の 作
成 が 行 わ れ た が45),そ れ はLyte(pp.198,201,211)やBryant=S七ratton=
Packard(α)πLmoπ&肋oZ...,p.145)でも 作 成 さ れ て い る 。 しか し,Nelson
(p.81)は そ の 作 成 は 不 要 だ と述 べ て い る 。Mayhew(pp.196,210,218,…;
σπ`θθrs`砂...,pp.229,235,245,…)は,決算 後 の元 帳 残 高 表(LedgerBalances)
と 称 し て 実 質 的 に 繰 越 試 算 表 に 相 当 す る もの を 作 成 して い る が,Waggener(p.
26)も 開 始 残 高 勘 定 に 相 当 す る 月 次 試 算 表 を 作 成 し て い る 。
精 算 表 古 くはGoddard(1834)によ り,そ の 後 はColt(1838)やCrittenden
(1850)に よ っ て 紹 介 さ れ た 精 算 表(GrandBalanceSheet,BalanceSheet(s),
GrandSheet,orGrandStatement)は相 当 普 及 して き た よ うで あ る 。す なわ ち,
Mayhew(乙 励 ぴθr8記ッ_,pp.264,265),P重1sen(pp.18,20,23,26,50,102),
Paddack(p.66),Rohrer(pp.25,102,198),ClarkニSpaulding(pp.52,112),
Smith=Jenkins(pp.142,143,184),Lyte(pp.203,213),Folsom(p.377),
45)脚 注(2}に 示 した 拙 稿,p.197を 参 照 。
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Bryant(二Stratton)=Packard(GoηLηLo死&}んooZ_,P.141;Nα``oπαZ_,P.
101;新CountingHouse版,p.123)など で は 棚 卸 欄 を 有 す る8欄 か ら13欄 ま
で の 各 種 精 算 表 が 示 さ れ て い る 。 こ こで はJ.C.Bryant(p.45)がTrialBalance
andAnalysesCombinedと称 して い る 貸 借4欄 ず つ の 分 割 式8欄 精 算 表 を 例 示
し て お こ う 。 ち な み に,か か る 分 割 式 の 精 算 表 の 例 は 他 の 著 書 に は 見 られ な か
っ た 。
財 務 諸 表 す で に 筆 者 は 別 稿 で 財 務 諸 表 の 展 開 過 程 を3つ の 類 型 に 整 理 し
た46)。 い ま,そ の 類 型 化 に 従 う な ら ば,Marsh(pp.72,287)の資 産 負 債 対 照
表 と 損 益 対 照 表,Lyte(pp.119,132,133)の対 照 表 一 資 産 負 債 一 覧 表 と 損
益 勘 定 要 約 表,Bryant=StrattoFPackard(Oom肌oπ&んooZ...,pp.121,169)
の 報 告 式 に よ る 資 産 負 債 表 と 損 益 表 な ど は,い ず れ も 第2類 型 に 属 す る も の で
あ る 。
そ れ に 対 して,Palmer(p,47,86a)の 対 照 表(BalanceSheet-Estate
Accounts・GainandLossAccounts),J.C.Bryant(pp.24,25,35,36,38)
の 勘 定 計 算 書(AnalysisofAccounts,ShowingResourcesandLiabilities,
PresentWorthandNetGain),Rohrer(pp.248,249)の純 利 益 ・配 当 金 計 算
書(StatementofNetPro丘tsandDividends)と資 産 負 債 計 算 書(Statement
ofResourcesandLiabilities),SmithニJenkins(pp.15,26,42,140,141,183)
の 計 算 書(Analysis),Folsom(pp.342,345,372,373)の観 念 価 値 勘 定 計 算
書(AnalysisofIdea1Accounts)と商 業 価 値 勘 定 計 算 書(Ana工ysisofCom-
mercialAccounts),Bryant(二Stratton)=Packard(Nα``oπαZ_,pp.29,31;新
CountingHouse版,p.39)の勘 定 式 資 産 負 債 表 と報 告 式 損 益 表 も し く は 財 務 表
(Finan6ialStatement)と損 益 表(BusinessStatement)など は,い ず れ も第3
類 型 に 属 す る も の で あ る 。
Folsomお よ びBryant(=Str包 七ton)二Packardの 財 務 諸 表 に つ い て は,そ れ
ぞ れ 別 稿 で 掲 示 した 。 ま た,Sprague("TheAlgebraofAccounts,"§9-14)が
10種 類 ほ ど の 貸 借 対 照 表 様 式 を 提 示 し て い る こ と に つ い て も別 稿 で 紹 介 し た 。
46)同 上 拙 稿,p.197を 参 照 。
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〈 」.C.Bryantの 勘 定計 算 書 〉
ANALYSISOFACCOUNTSSHOWINGRESOURCESANDLIABILITIES.
RESOURCES。LIABILIT'S
Amountissued5600
"redeemed4000 一
〇utstanding
BillsPayable,
BillsRec'able,
Cash,
F.E.Rogers,
Geo,Collins,
6050
4025一
1600
1800
00
0
2000
2025
1300
0
00
0
Onhand
Received
Paidout
Onhand r
Iowehiln,
〃
Heowesme,
TotalResources5325
1」iabilities340G
532500 340000
一
Presentworth1925
ANALYSISOFACCOUNTSSHOWINGLOSSESANDGAINS.
LOSSES. GAINS.
Proceedsfromsales9350
Cost7400
Merchandise,
Expense,
Gain
OutlayorLoss
195000
Dif{brence,orNetGain
25
1925
00
00
195000 195000
Cashonhand
RECAPITULATION.
BillsReceivableonhand
GeorgeCollinsowes
TotalResources
BillsPayableout
DueF.E。Rogers
TotalLiabilities
?? ????
2025
2000
1300
5325
Presentworth.
3400
1925
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したが って,こ こで は上述 した ものの うちPalmer(p.47)の 対照表 とJ.C.
Bryant(p.38)の 勘定計算書を紹介 し,さ らにClark二Spaulding(p.178)の
財務表(FinancialStatement)を 提示 してお こう。
PalmerとJ.C.Bryantの素朴な財 務諸表については,と くに説 明を加え る
必要 もないであ ろう。Clark=Spauldingの 財務 表は,銀 行 業の貸借対照表で あ
り,と くに株主の利用 に供す ることを考 慮 して作 成 されている ことに留意 され
たい。負債の部の トップに資本金が示 されてい るが,2行 目(Circulation,90%
ofCapitalStock)は 資本金の90%に 及ぶ払 込剰 余金 である。 同 じく下か ら2
行 目(SurplusFund,10%ofNetGain)は法 律によ って資本金の20%に 達す
るまで利益 の10%を 積み立て ることが要請されてい るために設定された利輩準
備金 で ある。
<Clark=Spauldingの 財務表>
FINANCIALSTATEMENT
の んε盟rd翫 ε`・πα田 伽 ん(≧〆翫 θ,知r6ん θ㏄8eq伽esε ・Cんん・Z吻8,
ψ θ棚 θczα・ε㎎ αε磁 πηωαZ伽`dθ 認(ゾ 彦んreeαπd・π←んαびpe・cθ紘
Oc`oわer31,1886'
Resources.
U.S.BondswithComptrollerofCurrency
BankFurniture
Cash
ThirdNationalBank,Chicago
ExchangeNationalBank,Pittsburgh
BillsDiscounted
200000
488415
35074820
1088863
7939550
255433
90134948
Liabilities.
CapitalStock
Circulation,90%ofCapitalStock
'DueDepositors,includingDividendNo.1
MarineNationalBank,NewYork
SecondNationalBank,Philadelphia
SurplusFund,10%ofNetGain
ReserveFund
200000
180000
51225237
449803
2865
87340
86068
90134948
{
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§4結 語
以上,共 著者を含めて24人 の手になる34冊 の単行本 と4編 の論文に基づ き,
「金ぴか時代」の30年 間について会 計上の基本的問題点を考察 してきた。以下,
かな らず しも重 要度 の順序 ではないけれど も,ア ンテ ィベ ラム期の会 計文献 と
の 比較を中心 に しなが ら,そ の特徴を要約 して みよ う。
簿記 書の出版地 は,西 漸運動 と もあいま って,従 来のPhiladelphia,Boston,
NewYork,Baltimore,Buffaloという東部中心であったものがDetroit,Chi-
cago,cincinnatiと い う中西部,さ らにはNewdrleansと い う南部 にまで及
んできている。 さらに,著 者の経歴 に関 して も,種 々の学位(A.M.,Ph.D.,
LL.D.)取 得者が増大 して きた。 なかにはJ.C.Bryantの ごとく医学博士(M.
D.)ま で現われて いる/そ れに ともない,書 名 や本 文中の説明の なかでThe
ScienceofAccount(s)(orBook-keeping)とかTheLogicofAccountsとい
う用語が数多 く現われ,経 済学の業績を享 受 して価値 論か ら簿記原理を展開す
る著者たち もでて きてい る。
つぎに,社 会経 済の進展 に対 応 して,や や時間的ズ レはあるものの,よ うや
く株式会社会計に論及する文 献が多 くな って きた。 その焦点は資本会計であ り,
利益処分の手 続であ った。 株式会社形 態は,そ の 当初,と くに銀行 業 と鉄道業
において 多 く見 られたので,そ の 両業種を中心 に した各種の業種別会 計が浸透
して きた。CountingHouse版 と称 され る簿記書 は,か か る要 請に応 えたので
あろ う。 しか し,製 造業 に関 して は,ま だ不完全工業簿記の段 階に とどま って
いる。
第3に,多 年の実務経験を有 す る著者 た ちによ って記帳方法に種 々の工夫 が
加 えられ るに いた った。一 般的にいえば,学 校教 師によ って書かれ た簿記書 は
伝統的 なものを踏襲す る傾 向が強か ったのに対 し,一 部 の実務経験 をつんだ 著
者た ちに よる簿記書には記帳技 法に革新 的な ものが見受け られ る。Matthern,
　 コ 　 　
Pilsen,Paddack,Geerなど で あ る 。Geer(p.4)が,い み じ く も 「… 簿 記 書 づ
コ 　 　 　 　 　 　 　
くり(booゐ 一〃Lα肋9)で はな くて簿記 その もの(boOん 一舵θ画㎎)に 多年の経験
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をつんで きた…」 と述べて いるのは.辛 辣 な批判 であ り,き わ めて 印象 的 で
あ つた。
第4に,理 論面で の整備 という点 か らす る と,と くにFolsom,Sprague,
Packard=Bryant(と くに新CountingHouse版)などによって物 的勘定理論の
展 開に基づ く取引要素説や仕訳法則に大 きな進歩が もた らされた。 さ らに,貸
倒 見積額の 認識計上 は無論の こと,損 益の見越 ・繰延 という手続が定着 してき
た ことも見 逃せ ない。 しか し,減 価償却 に関 して は,若 干の著書を通 じて,そ
れ らしきものが散見 され るだけであ り,ま だ原価配分思考に依拠す る正規の手
続 は確立 して いない。
第5に,財 務 諸表 に関 して いえば,す で に貸借対照表に対 して財務表 とい う
語 を使用す る例 も見 られ,筆 者の いう第2類 型か ら第3類 型への展開過程 が顕
著にな って いる。 と くに,先 に紹介 したClark=Spauldingの 財務表は,企 業外
部者 と しての株 主の 利用に供す ることを明確に意図 した ものであ り,別 稿 で紹
介 したPackard=Bryantの 財務表 とともに注 目すべ きであ る。
第6に,ア ンテ ィベ ラム期の会計文献を考 察 した際に も指摘 した ことである
が,こ の時代 にな って も単式簿記が実務上は優勢 であ った ことを再 度にわたり
指摘 してお きた い。Orr(p.174)は 「…小売 商においては複 式簿記 よ りも単式
簿記の方が適 して いると信ず る…」 と述べ,Meservey(p.10)も最初 に単式
簿記を学ぶ理 由と して 「…複式簿記よ りも簡単であ り,そ れが ひろ く利用 され
て おり,か つ通常の 目的 では実践的であ る」 とい ってい る。Lyte(p.iii)も 大
多数の企業が単式簿 記組織を採用 してい ると述 べ,そ の簿 記 書 の大 半 を単 式
簿 記 の 指 導 に 当 て て い る。 さらに,Bryant=Stratton=Packard((〕ommoπ
&}んooZ_,pp.72,73)は,当時の大商業都市 における第一級の企業で も単式簿
記を採用 してい ることがす くな くない と述べ,当 時 としては最高水 準の単式簿
記を紹介 してい る。
最後に,こ の時代の著者たちの影 響の授受 関係 について,と くに勘定理論を
通 じて推定す れば次のよ うにいえるであろ う。 まず,Jonesの 影響 を強 く受 け
たのはFolsom,Smith=Jenkins,およびBryant=StrattonニPackardであ り,
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そ のFolsomの 影 響 を 受 け て い る の はBryant=Stratton=Packard,J.C.
Bryant,Ma七thern,Pilsenであ り,さ ら に 損 益 集 合 勘 定 に 対 す るLossand
Gainと い う 用 語 法 を 通 じて 推 定 す る な ら ば,Meservey,Clark=Spaulding,
Rohrerな ど もFolsomの 影 響 を 受 け て い る と 思 わ れ る 。そ の 他,OrrはNelson
の ほ か イ ギ リス の(J.)Morrisonの影 響 を 受 け て お り,GeerもBennetの 影 響
を 強 く 受 け 継 い で い る よ う で あ る 。
